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― 午後 １時３０分 再開― 

〇議長（坂本智徳君）  会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き、一般質問を行います。 

 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君）（拍手）〔登壇〕 皆様、

こんにちは。 

 自由民主党、長崎市選出、県民皆様の想いを

つなぐ、下条博文です。 

 本年8月の豪雨災害、またコロナ禍において

お亡くなりになった方々へ謹んでお悔やみを申

し上げます。 

 医療の最前線でご対応いただいている医師、

看護師、薬剤師、医療に関わる全てのエッセン

シャルワーカーの皆様、本当にありがとうござ

います。この場を借りて感謝を申し上げます。 

 質問通告に基づき、一問一答形式でご質問い

たします。 

 1、新型コロナウイルス対策。 

 （1）変異株の変化に迅速に対応できる県の

姿勢。 

 昨年末に最初の変異株が国内で確認されて以

降、コロナウイルスの特性は変化を続けており、

感染防止対策に当たっては、変異株の実態や特

徴を見極めることが重要であると考えています。 

 感染力が強いデルタ株が主流となった第5波

における本県の感染状況は、お配りしています

資料1のとおり、これは対人口10万人当たりの

九州の新規感染者ですが、全国平均75.33人に対

し、長崎は25.24人、これは九州でも最も低い数

値となっています。 

 このように早め、早めの対応が功を奏してい

るように思いますが、第5波の対応について、

どのような点を留意し、対策を講じてきたのか、

またラムダ株、ミュー株など、今後も新たな変

異株に置き換わる可能性もあると考えられ、感

染状況の変化に対応し、柔軟かつ迅速に対応す

ることが重要だと考えますが、知事の考えをお

尋ねいたします。 

 以後、対面演壇席に移り、質問を続けさせて

いただきます。 

〇議長（坂本智徳君） 知事。 

〇知事（中村法道君）〔登壇〕 下条議員のご質

問にお答えいたします。 

 変異株の変化に迅速に対応できるような体制

の整備についてのお尋ねであります。 

 第5波では、感染力の強いデルタ株が主流と

なり、全国的に急激な感染拡大が進む中、本県

においても、第4波と比較して2倍を超える速さ

で感染が拡大するなど、これまでにない規模の

感染者の発生が予想されたところであります。 

 このため、県外からの人の移動や飲食の機会

が増えるお盆前後の対策を強化する必要がある

と考え、この期間を集中警戒期間と位置づけ、

県下全域を対象とした外出自粛要請や飲食店等

への営業時間短縮要請などの対策を他県に先ん

じて実施してまいりましたほか、ワクチン接種

の促進や来県者に対する来県前ＰＣＲ検査費用

等の助成、コロナ病床や後方支援医療機関の拡

充、宿泊療養施設における健康観察体制の強化

などに取り組んできたところであります。こう

した対策への幅広い県民の皆様方のご協力によ

り、人口当たり感染者数や病床使用率を九州各

県の中でも低く抑えることができたのではない

かと考えているところであります。 

 しかしながら、いまだ県下においては多くの

感染者が確認されているところであり、まずは

感染の終息を図ることが最優先の課題であると

考えております。 

 一方で、国内では新たな変異株が確認されて

おり、こうした変異株への移行に伴う感染拡大
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を抑え込んでまいりますためには、ウイルスの

特性や感染拡大の兆候を的確に捉えることが重

要でありますことから、今後とも、国の研究機

関における分析結果や他県での感染状況等を注

視しながら、市町や医療関係者とも連携し、感

染状況に応じた対策を迅速に講じていかなけれ

ばならないものと考えているところであります。 

 以後のお尋ねにつきましては、自席の方から

お答えをさせていただきます。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 知事、ありがとうござい

ました。 

 新型コロナウイルス、今回の対戦相手は、変

異というルール変更を行ってきます。変異の特

徴については科学的根拠が確認されることが条

件となりますが、この感染症は早期対応がポイ

ントになります。変化に対する、より迅速な対

応を県に求め、次の質問に移ります。 

 第5波への対応に当たり、迅速な対策を講じ

られてきたと思います。一部、飲食店等時間要

請が早過ぎるのではないかという声もいただき

ましたが、あのタイミングで手を打たなかった

場合、デルタ株の感染力により、今よりもっと

感染が拡大していたのではないかと感じており

ます。 

 そこで、対策の決定に当たり難しかった点や

今後の留意点をお尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 総務部長。 

〇総務部長（大田 圭君） 第5波の特徴といた

しまして、感染スピードが速いことですとか、

県外からの持ち込みによる感染が多く見られた

ことから、県境対策ですとか、飲食の場におけ

る人流抑制策を、おっしゃるとおり、早い段階

から講じることが重要であるというふうに考え

まして、実施してきたところでございます。し

かしながら、このような対策につきましては、

やはり経済への与える影響が非常に大きいこと

から、実施に当たっては、難しい判断を強いら

れたという状況でございます。 

 また、第5波におきましては、10代以下の若

年層の感染者数が全体の約3割を占めまして、

その多くが家庭内感染であり、家庭内に感染を

いかに持ち込ませないかが課題であったことか

ら、大人が家庭内に感染を持ち込むことのない

よう節度ある行動を呼びかけるとともに、具体

的な感染実例や家庭内での感染防止策をお示し

し、繰り返し注意喚起を行ってきたところでご

ざいます。 

 今後も、変異株の変化に的確に対応するため、

感染事例の詳細な分析と、それに基づく迅速な

対策の実施に努めるとともに、幅広い県民の皆

様にご協力いただけるよう、情報発信の充実等

に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 ただいま総務部長答弁の最後に、幅広い県民

の皆様にご協力いただけるよう情報発信の充実

に努めるというふうにありました。この部分を

受け継いで、次の質問に移ります。 

 （2）より効果的な情報発信。 

 ルール変更を行う変異株、今回は、先ほど説

明がありましたとおり、若年層に多く感染が見

られるなどの違ったルールで感染が広がってま

いります。県がいかにこういった変化に対して

迅速に対応を行ったとしても、県民の皆様にご

理解いただけなければ、感染対策についてもご

協力をいただけないといった状況が懸念される

ために、科学的根拠に基づいた迅速な対応と、

わかりやすい情報発信はセットであると思いま



令和３年長崎県議会・９月定例会（９月１７日）（未定稿） 

- 3 - 

す。 

 例えば、今回、議長のお許しをいただきまし

て皆様にお配りしている資料の2になりますが、

これは奈良市の取組でございます。はなこさん

というＯＬの会社員さんの事例でありまして、

喉に違和感があったものの出勤し、マスクを外

し同僚と昼食を取った。結果、本人はもとより、

同僚に広く感染が広がったという事例を漫画を

使ってわかりやすく発信をしております。 

 このような奈良市の取組のようなことを参考

に、リアルな感染事例を発表し、個々人の感染

対策、特に変異株に対する予防策を効果的に発

信するお考えはないか、県の見解をお尋ねいた

します。 

〇議長（坂本智徳君） 福祉保健部長。 

〇福祉保健部長（寺原朋裕君） 県では、知事の

記者会見をはじめ、あらゆる機会を通じて県民

の皆様へ感染対策をお願いしているところであ

り、個別の感染事例についても、県内で実際に

発生した飲食店での会食、自宅に集まっての会

食、職場での感染など8つの事例を取り上げ、

感染拡大した要因とその対策をわかりやすく感

染事例集として取りまとめ、ホームページに掲

載し、ツイッターでも配信をしたところであり

ます。 

 今後も、ほかの自治体の取組事例も参考にし

て、常に公表の内容を改善していくとともに、

最新の感染事例や変異株の情報、ワクチン接種

の効果など、県民の感染予防につながる、より

効果的な情報発信に努めてまいりたいと思いま

す。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 今ご答弁いただいたように、例えば、知事会

見を拝見いたしますと、図解やイメージ図を使

い、本当にわかりやすくなっていると思います。

私も、効果的な情報発信については2月議会で

も一般質問で質問させていただきました。 

 このようにやり取りをさせていただきながら、

今回は個人の事例、変異株というので、その変

化が違います。それを訴えても、なかなか伝わ

りにくい。それをこのように、個人が特定され

ないような工夫は必要ですが、個人の事例を用

いて皆さんにお知らせする、これは感染防止対

策を促すという意味で効果が見込めますので、

ぜひとも実施していただきたいと要望しまして、

次の質問に移ります。 

 （3）健康管理アプリN-CHAT機能強化。 

 N-CHATについては、知事の会見でも、常に

利用を呼びかけられております。今年5月には、

政府のアドバイザリーボードでも、先進的な取

組として長崎県のN-CHATの事例が取り上げ

られているように、全国的にも注目されていま

す。 

 私は、N-CHATが大規模なクラスターを予防

し、感染者の早期発見の効果的なツールである

と、極めて重要だと申し上げてきました。今後

も、変異株の出現により、感染時の特徴の変化

が予想されますが、N-CHATについて、これま

での取組を踏まえて、こうした変化にどう対応

するか、お聞きいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 福祉保健部長。 

〇福祉保健部長（寺原朋裕君） 健康管理アプリ

N-CHATは、9月1日現在、介護・障害者施設

1,106事業所のほか、企業、医療機関、学校など、

合計1,514事業所で利用され、毎日約2万5,000

人の方が入力されています。昨年8月に提供開

始以来、県薬剤師会における事業者への相談窓

口の設置、感染症専門家の意見を踏まえた解説

動画の作成や味覚・嗅覚異常の入力者がいた時



令和３年長崎県議会・９月定例会（９月１７日）（未定稿） 

- 4 - 

にアラートが送信される機能の追加など、事業

所において、N-CHATを効果的に活用できるよ

う努めてまいりました。 

 今後とも、新たな特徴的症状に応じてシステ

ムの改修を行うなど、柔軟かつ迅速に対応して

まいりたいと考えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 これがN-CHATの一番強みだと思うんです。

対戦相手がルール変更します。それに対して、

データサイエンスというのは、あまり労力をか

けずに微調整をできるというところがあります。

ただいま福祉保健部長から、システムの改修と

いうことにご言及いただきましたが、ぜひとも

この変異株の変化に対応できるシステムの継続

をお願いいたします。 

 質問を続けます。 

 特に高齢者施設においては、早くから

N-CHATを先行して導入してこられました。

N-CHATを利用した取組が進んでいると思い

ますが、現状では、このような高齢者施設、ど

のように対応されているのか、お聞きいたしま

す。 

〇議長（坂本智徳君） 福祉保健部長。 

〇福祉保健部長（寺原朋裕君） 県では、導入施

設の管理者に対し、N-CHATの活用による健康

管理を促進しており、感染兆候のある職員に対

しては、出勤を控えさせ、かかりつけ医等への

相談、受診につなげるよう助言しているところ

です。 

 また、味覚・嗅覚異常を検知した場合に注意

喚起されるアラートは、施設の管理者のほか、

県の担当者にも通知される仕組みとなっており、

県の担当者が施設に対応状況等を確認するとと

もに、対応が不十分な場合には、必要な助言、

指導を行っております。 

 これまでのアラートでは感染確認された事例

はありませんが、健康管理が容易になった、職

員の感染に対する意識の向上につながったなど

の声も各施設よりいただいております。毎日の

健康状態を的確に把握するためにも、今後も施

設管理者に対して、N-CHAT利用促進と指導に

努めてまいります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 アラートによって、N-CHATが体調不良者の

把握に役立っているということですね。非常に

理解をしました。 

 非常に重要な質問をさせていただきます。大

規模なクラスターを予防するためには、こうし

た何らかの体調不良を訴えている、いわゆる軽

症者、発熱がなかったりとか、なかなかはなこ

さんのように、自分でちょっと異常があるなと

思っていても会社に行っちゃう、学校に行っち

ゃう、どこどこに行っちゃう、そういった方た

ちに漏れなく検査を広げてもらうことが重要だ

と思っています。 

 施設において、N-CHATを利用して確実に検

査につなげる取組ができないか、お尋ねいたし

ます。 

〇議長（坂本智徳君） 福祉保健部長。 

〇福祉保健部長（寺原朋裕君） ＰＣＲ検査の実

施に時間を要する場合においても、施設内で迅

速に検査を行えるよう、抗原簡易検査キットが

国より配付されておりますが、症状がある職員

など、その検査の対象を発見するためにも、

N-CHATによる健康管理の取組は重要である

と考えております。 

 抗原簡易キットは、7月末から県内の各施設

に対し順次配付されており、県からも、その適
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切な検査実施を推奨し、これまで、高齢者施設

において314件使用されているところです。 

 引き続き、N-CHAT等を活用して速やかに有

症状者を把握し、確実に検査につなげていただ

くよう助言、指導を行ってまいります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） わかりました。 

 私は、この一連のN-CHATの取組を高く評価

しております。せっかくこうしたツールがいち

早く普及をしておりますので、N-CHATを利用

するメリットといいますか、イニシアチブ、例

えば、N-CHATを導入していれば、感染者が発

生した場合にでも幅広く、ここは重要なんです

けれども、幅広く検査を受けられるような仕組

みをぜひつくっていただいて、N-CHATをどん

どん導入してもらうためインセンティブを検討

してほしいと要望しまして、次の質問に移りま

す。 

 （4）長崎大学ＢＳＬ－４との連携。 

 長崎大学の先見性とご努力によって、コロナ

感染が世界的に拡大する以前から、バイオレベ

ルセーフティー4、いわゆるＢＳＬ－４は立案、

計画されており、新型コロナ感染拡大の真った

だ中、令和3年7月30日にＢＳＬ－４施設は竣工

を迎えました。これは特筆すべき点であると思

います。 

 例えば、コロナ禍の現在からＢＳＬ－４施設

の立案、計画をスタートしていては、それこそ

数年、下手すると十数年かかるようなお話です。

西村康稔経済再生担当大臣、萩生田光一文部科

学大臣はじめ、衛藤晟一参議、赤池誠章参議な

ど、半年もの間に相次いでＢＳＬ－４施設を視

察に来ていることを鑑みると、いかに注目され

ているかがわかります。 

 そこで、これも大変重要なんですけれども、

安全性の確保について、お尋ねをいたします。

県、市町と連携し、安全性の危機管理に取り組

んでいると聞き及んでおりますが、具体的な進

捗をお尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 福祉保健部長。 

〇福祉保健部長（寺原朋裕君） ＢＳＬ－４施設

の整備に当たっては、長崎大学と長崎市、県の

3者による連絡協議会を設置するとともに、地

域住民の安全・安心の確保等について協議を行

うため、地域住民の代表、学識経験者等を委員

に加えた地域連絡協議会を設置し、現在、施設

運用時の様々なリスクを想定した安全管理マニ

ュアルの内容や緊急時における周辺住民への情

報提供、連絡手段などについて検討を行ってお

ります。 

 ＢＳＬ－４施設の整備推進に当たっては、県、

市から、世界最高水準の安全性の実現や地域と

の信頼関係の構築のための取組について、長崎

大学へ要請しているところであります。 

 県としては、長崎大学から、これらの要請に

対して責任を持って対応しているのか、3者連

絡協議会や地域連絡協議会において確認しなが

ら、計画推進のため、協力してまいりたいと考

えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ご説明いただきました。 

 近年のリスクマネジメントのトレンドにより

ますと、悪い情報、これを隠すんじゃなくて、

オープンにする方が重要であるというふうに言

われております。本当に万が一、100分の1とか、

もっともっと確率は低いと思いますけれども、

よくない状況が確認された場合でも、迅速かつ

適切な情報の公開に努めていただきたい、強く

要望して、次の質問に移ります。 

 このＢＳＬ－４施設には、最新鋭の研究設備、
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世界トップレベルの人材が集まり、様々な知見、

データ、ノウハウの集積が期待されます。例え

ば、コロナウイルスを抑制できる薬剤、物質な

どが確認できれば、これは大きなニーズが発生

し、国内外に注目されることが予想されます。 

 長崎大学ＢＳＬ－４と産業の連携、活用につ

いて、県がどのように考えているのか、お尋ね

をいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 産業労働部長。 

〇産業労働部長（廣田義美君） ＢＳＬ－４施設

につきましては、他の地域にはない本県の優位

性を発揮できるものと考えられ、県内産業への

連携、活用について、長崎大学や誘致企業の関

係者と意見交換を行っているところでございま

す。 

 具体的には、感染症に関するマーケットの規

模が生活習慣病に比べ大きくないことや、病原

体の取扱いには極めて高度な知識や経験が必要

とされることから、企業集積が進むには一定の

時間を要するとのご意見を伺っているところで

ございます。一方で、今後の本格的な研究の進

展によりまして、長崎大学が有する知見に加え、

新たな研究成果が蓄積され、さらに注目が集ま

ってくるものと期待されます。 

 このようなことから、感染症に関する研究状

況を注視しつつ、関係者との意見交換を行いな

がら、企業誘致を含めた県内産業への連携、活

用の可能性を探ってまいりたいと考えていると

ころでございます。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） わかりました。 

 もしかしたら、オープンイノベーションあた

りがその役割を担うかもしれませんが、例えば、

県が主導する協議会のような情報共有の受皿を

用意し、長崎大学と情報の連携ができれば、そ

の協議会に対して、非常に高い知見を持った有

識者と様々な性質を持ったレベルの高い企業、

産業の交流が実現できるのではないかと思いま

す。これは言い換えますと、非常に高度な関係

人口の拡大につながるのではないでしょうか。

これは本県にとって、産業にとっても非常にチ

ャンスではないかと考えておりますので、これ

からも産業の観点からも、長崎大学ＢＳＬ－４

との連携や許容範囲内での情報共有に努めてい

ただきたいということを要望し、次の質問へ移

ります。 

 2、人口減少対策を見据えた街づくり。 

 （1）住宅環境の整備。 

 午前中でも同僚の先輩議員が質問をされてお

りましたけれども、長崎市は人口流出が大きな

課題となっており、その要因の1つとして長崎

市の住宅環境があり、近隣の都市と比べ、分譲

価格や家賃が割高で居住空間も狭いという声を

よく聞きます。 

 長崎市は、コンパクトシティを目指し、平成

30年4月に立地適正化計画を策定し、住宅を、

居住誘導区域に指定し、時間をかけてゆっくり、

少しずつ誘導するなどの取組を行っています。 

 ただ、その実現には一定の時間がかかること

から、行政として、さらなる取組が必要ではな

いかと考えております。居住空間の整備に向け

た県の考えをお聞きいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 土木部長。 

〇土木部長（奥田秀樹君） 県では、にぎわいの

都市づくりの方針を策定し、都市構造の基本理

念にコンパクトシティの構築を掲げており、長

崎市をはじめ、各市町において具体的な取組が

進められています。 

 長崎市では、立地適正化計画を踏まえ、安全

で暮らしやすい場所へ居住を誘導するための受
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皿の確保が必要と考え、令和3年3月に、都心部

や地域拠点を中心とした居住誘導区域の容積率

をアップし、高度利用を可能とする都市計画の

変更が行われました。さらに、現在の市街地周

辺部の市街化調整区域において、一定の要件を

満たす土地については、良好な住宅用地の供給

が支援できるような新たな制度運用の検討に着

手されたと聞いています。 

 まちづくりの主体は基礎自治体であり、各市

町が重要な役割を担うことになりますが、県と

しても、各市町の方針を踏まえながら、計画策

定の助言など、しっかりと支援してまいります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 長崎市では、若い世代の

市外への流出を抑制するために、住宅供給の観

点から政策を立案し、様々な施策を実施するこ

とで、若い世代が住みやすい町にすることを目

指す住みよかプロジェクトなど、大変効果が見

込める施策に取り組まれております。県も、ぜ

ひ高くアンテナを張って情報収集し、市と連携

しながら、よりよい住宅環境の整備への取組を

要望いたします。 

 （2）雇用対策（工業団地等への企業誘致・

製造業支援）。 

 他県に先んじて人口減少が進み、中でも若者

や女性の転出が課題となっている本県にとって、

オフィス系企業など、さらなる雇用創出が必要

と考えています。また、製造業についても、現

在、長崎市の田中町卸団地横に、約2.4ヘクター

ルの工業立地用地して、工業団地造成が進めら

れており、今年度完成する予定です。 

 長崎自動車道芒塚インターチェンジまで車で

7分と交通アクセスに恵まれた場所です。でき

るだけ早く企業の誘致が実現するように取り組

んでいただきたいのですが、これまでの長崎市

における立地状況と、今後どのような企業の誘

致に努められているのか、お尋ねをいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 産業労働部長。 

〇産業労働部長（廣田義美君） 平成28年度か

ら令和2年度までの5年間におけます誘致企業

の雇用計画数につきましては、県全体で4,070

人、うち長崎市が全体の約半数に当たる1,991

人となっております。 

 長崎市への誘致につきましては、平成27年度

に策定した長崎金融バックオフィスセンター構

想に基づきまして、金融、保険業等の誘致を強

化するとともに、オフィスビルの整備に取り組

んだことによりまして、一定の集積が進んでお

ります。また、最近では、県内大学における情

報系人材の育成を評価いただき、日本を代表す

る情報システム関連企業の進出も相次いでいる

ところでございます。 

 一方、製造業の誘致につきましては、これま

で共同研究など、大学との連携を視野に、研究

開発部門を併設した製造拠点の立地が実現して

おります。 

 長崎市に新たに完成する工業団地につきまし

ては、分譲面積が2.4ヘクタールであることから、

大規模な用地を必要としない研究開発型の企業

を中心に、県、産業振興財団、長崎市が一体と

なって誘致活動を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 長崎市内は、なかなかまとまった大きな平地

がございません。田中町のような工業団地の造

成は非常に重要であると思いますし、安定供給

が見込める製造業はもちろん、今、産業労働部

長からご説明がありましたように、より高付加

価値戦略を計画できるような情報分野などの新
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産業、また研究機関とか、そういった企業の誘

致についても、さらに取り組んでいただきたい

と要望いたします。 

 もう一つ、製造業支援について。長崎市は、

造船業を基幹産業として栄えてきた町であり、

これまで地域の経済や雇用を支えてきました。

令和3年3月30日、大島造船所と三菱重工長崎造

船所香焼工場の譲渡契約を締結したというニュ

ースは大きな衝撃を受けた方々も少なくないと

思います。 

 艦艇建造は、防衛関連として一定の需要が継

続されると聞いておりますが、大手造船メーカ

ーは、世界的な造船不況や中国、韓国企業との

競争激化など、厳しい受注環境に置かれており、

下請である地元中小企業にまで大きな影響を及

ぼしております。 

 市場規模が縮小するのであれば、その縮小す

る部分について、例えば洋上風力発電などの海

洋クラスター産業など、新たな成長分野への進

出を計画し、カバーしていくべきと考えますが、

県はどのような支援を考えているか、お尋ねい

たします。 

〇議長（坂本智徳君） 産業労働部長。 

〇産業労働部長（廣田義美君） 造船業につきま

しては、一時の勢いを失っているものの、底堅

い防衛関連に加え、改善傾向にある商船関連や

成長が期待される環境関連などの需要獲得に向

け、今後も、県内サプライチェーンの維持を図

る必要があるものと考えております。 

 一方、韓国、中国との競争激化によりまして

我が国のシェアが縮小する中、造船関連の県内

中小企業が経営を維持していくためには、造船

業で培われた技術が活かせる成長分野への進出

が必要と考え、企業間連携等への支援を行って

いるところであり、半導体やロボット、海洋関

連分野への進出に向けた具体的な動きも出てい

るところでございます。 

 今後とも、県内造船サプライチェーンの維持

を図るため、成長分野へ進出する企業の支援を

強化してまいりたいと考えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 中小の造船業の需要は見

込めるということでございました。基幹産業で

ある造船業への多面的な支援を要望して、次の

質問に移ります。 

 （3）交通対策（渋滞緩和・高規格道路等の

整備）。 

 これまで、長崎自動車道や出島道路、長崎イ

ンターから女神大橋につながる長崎南環状線な

ど、長崎市内の幹線道路の整備が進められ、一

定の効果が出ていますが、依然として渋滞が解

消されていないところも見受けられます。 

 特に、市北部や南部の渋滞が厳しい状況であ

りますが、現在の幹線道路の取組状況について、

お尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 土木部長。 

〇土木部長（奥田秀樹君） 本県では、今後20

年から30年間を見据えた総合交通体系の基盤

となる長崎県新広域道路交通計画を今年の6月

に策定し、高規格道路の整備を重点的に進める

こととしています。 

 長崎市域については、高規格道路として、西

彼杵道路、長崎南環状線や長崎南北幹線道路の

整備を進めています。 

 道路整備を計画的に進めることで、企業誘致

や民間投資を促進することができると考えてお

り、主要なプロジェクトについては完成時期を

示すなど、事業の進捗について見える化を図り、

人口減少対策にも資する道路整備に取り組んで

まいります。 
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〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 渋滞解消には幹線道路の

整備は不可欠ですので、今後も取組を進めてい

ただきたいと思います。 

 また、長崎市中心部では、令和4年秋の新幹

線開業に向け、長崎駅の新駅舎やＭＩＣＥ施設

である出島メッセ長崎等の整備が進んでいるほ

か、クルーズ船の受入れ拠点である松が枝ふ頭

の2バース化や長崎スタジアムシティの計画も

あり、まさに百年に一度と称されるまちづくり

の変革期を迎えております。 

 そのような長崎市内の交通結節機能につきま

しては、さらなる強化が必要と感じております

が、県として、どのように取り組んでいるのか、

お尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 土木部長。 

〇土木部長（奥田秀樹君） 長崎市中心部におい

ては、長崎駅周辺における出島メッセ長崎や長

崎スタジアムシティなどの整備、松が枝ふ頭に

おける2バース化の計画が進む中で、来訪者の

増加に適切に対応した交通環境の整備が必要で

す。 

 そこで、昨年7月に、快適で利便性が高く、

公共交通の利用促進につながる交通結節機能を

強化するため、長崎市中心部の交通結節機能強

化の基本計画を策定しました。この基本計画に

基づき、現在地にて建て替えとなる長崎駅前バ

スターミナル再整備、路面電車の延伸も含めた

松が枝ふ頭及び背後地における整備構想につい

て、地域の皆様や交通事業者の意見を伺いなが

ら検討を進めているところです。 

 今後も引き続き、基本計画の実現を目指して、

施策の内容や施設の規模、整備手法などの検討

を行い、長崎市中心部の交通結節機能の強化を

図ってまいります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ただいまご説明いただき

ましたとおり、この長崎市内の交通結節機能強

化について、ぜひとも強く取り組んでいただき

たいと要望して、次の質問に移ります。 

 3、一次産業支援。 

 （1）養殖業支援。 

 餌が高い、赤潮などで魚が死んでしまう、そ

れなのに単価が伸び悩んでいる、このような声

を養殖事業者の方々からよく聞きます。例えば、

クエ。高級魚だが成長が遅く、経費に占める種

苗の割合が高いと聞いております。 

 新しい魚種含め、養殖業の支援を今後どのよ

うに考えているのか、お尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 水産部長。 

〇水産部長（斎藤 晃君） 養殖経営を安定させ

るための1つの方策といたしまして、新しい魚

種の導入というのは大変重要であると考えてお

ります。これまで、雄のみのトラフグやクエな

どの商品価値が高い魚種の種苗生産及び飼育技

術の開発、養殖産地における輸出向けマアジ養

殖の取組支援などを行ってまいりました。また、

高水温に強く、成長が早い魚種として、サバ類

やウスバハギの種苗生産技術の開発に着手した

ところであります。 

 引き続き、種苗生産の技術向上について、県

内種苗生産業者との情報共有や技術指導を行う

とともに、養殖産地グループなどが取り組む新

しい魚種や省力化機器の導入などについて、積

極的に支援してまいります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 コロナ終息が大前提ですし、例えばＩＲなど、

誘致をできた場合という状況ですが、ＭＩＣＥ

はできていますけれども、こういう今後、高級
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魚の需要が見込まれる場ができているわけです。

そういったものが生起されているのに、その後、

経済的に、経営的に厳しくて、高級魚を養殖す

る事業者が撤退して、いなくなってしまったと

いう最悪の状況に陥らないように、養殖業にお

ける県の全体的な支援を要望して、次の質問に

移ります。 

 4、行政デジタル化。 

 （1）行政ＤＸを受け止める県の態勢。 

 本年9月にデジタル庁が設置されました。平

井デジタル大臣によると、行政サービスはオン

ライン化、ポータルサイト化が進むとのこと。 

 県は、行政デジタル化に対応するマネジメン

トを含め、どのように対応していくのか、お考

えをお尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 総務部長。 

〇総務部長（大田 圭君） 県におきましては、

国の動きに先駆けまして、令和2年度から次世

代情報化推進室を設置し、各分野のSociety5.0

実現に向けた施策の推進体制を強化してまいり

ました。 

 また、今年度は、県庁デジタル改革を加速度

的に推進するため、庁内各部局等にデジタル改

革推進員等を配置いたしまして、全庁的な推進

体制を整備したというところでございます。 

 さらに、人材育成面におきましても、デジタ

ル改革に関する職員研修を強化いたしまして、

デジタル人材の育成と意識改革を推進するなど、

職員一人ひとりがＩＣＴを業務に最大限活用で

きるよう取組を進めているところでございます。 

 今後とも、デジタル改革に関する環境整備、

情報共有及び職員の意識改革を進めまして、全

庁一丸となって県庁のデジタル改革を強力に進

めていきたいと考えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ありがとうございます。 

 これまでも私は、昨年6月に、マイナンバー

などデジタルトランスフォーメーションの促進、

今年2月議会でも、行政のデジタル化推進など、

今回やり取りさせていただいている内容を一般

質問で取り上げてきました。 

 これは少し時間がある時に準備をしておこう

というような意味合いも込めてお話をさせても

らったんですけれども、今回は、もうこれはは

じまるわけですね。平井大臣がテレビで言われ

ていたのが、ポータルサイトを見せて、行政サ

ービスがもうオンライン上でできるんですよと。

例えば、引っ越しの届出に10点20点的な届出の

煩わしさがあるということだったのですが、こ

れがパソコンやスマートフォンを使ってできる

ということが目的ではなくて、いかにスピード

が速く、簡潔に申請ができるか、私たちはそこ

に力を入れているんだというようなお話があり

ました。 

 総称しますと、ポータルサイトから情報が来

るわけです。行政の皆様が培われてきた組織に

ついては、いろんな意味があると思うんです。

それについてどうこう言うつもりはないんです

けれども、このポータルサイト化は、組織の編

成についても、やはり再設計しなければいけな

い要素があるのではないかというふうに私は感

じております。 

 前回の2月議会では、デジタルの名のつく課

なんかをどうですかというふうなご提案をさせ

ていただきましたが、ぜひ来年の編成に向けて、

例えばデジタル推進課などの設置をしていただ

きまして、編成を促していただいて、行政サー

ビスのさらなるバージョンアップをしていただ

きたいと要望し、次の質問に移ります。 

 （2）行政手続きのオンライン化。 
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 ただいまお話をさせていただいたような事例、

行政手続のオンライン化ですが、いち早く国が

進めているものがあります。これは経済産業省

が補助金申請業務をオンラインで実施できるＪ

グランツというシステムでございます。これは

もう公開されています。 

 このような補助金を受けようとする県内事業

者のいわゆる利便性向上につながる大変いい事

例だと思いますが、このＪグランツについて、

県がどのような形で今、執り行っているのか、

現状をお伺いいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 総務部長。 

〇総務部長（大田 圭君） 議員ご紹介いただき

ました国が構築し、運用しております補助金申

請システムＪグランツにつきましては、国や地

域公共団体の補助金の電子申請を行うことがで

きるシステムということでありまして、補助金

を活用しようとされる事業者の方々にとっては、

いつでも申請ができますし、審査の状況の確認

ですとか、書類の修正等をオンラインで迅速に

できるといったメリットがございます。 

 一方、県にとりましても、費用負担なしで活

用できるということですとか、オンラインでの

補助金申請を一元的に管理できるといったメリ

ットがございます。 

 一方で、現在のところ、そのＪグランツと、

行政のもともと内部にあります例えば決裁シス

テムですとか、会計の手続、こういったところ

とのデータ連携ということがすぐにはできない

といった課題がございます。補助金に係る一連

の手続のうち、どの部分をこのＪグランツに移

行することができるかということを見極めてい

く必要があるというふうに考えております。 

 産業労働部の事業者向け補助金におきまして、

今、試行的にＪグランツを使用しておりますの

で、その結果につきまして検証をいたしまして、

今後、活用拡大を進めていきたいと考えており

ます。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 先進事例ですので、ぜひ

今のような検証も含めて、準備も含めて、非常

に効率的な取組ですので、進めていただきたい

と思います。 

 ここで、前回、前々回も私はこの行政デジタ

ル化について質問させていただきまして、1つ

皆さんにお伝えしたい点があります。それは判

こ文化について、押印を廃止したということ、

これとあと国が、河野行政改革担当大臣だった

んですけれども、判こを廃止しますと言ったこ

と、これが私がここで演壇で皆様と質疑をさせ

てもらっている中で、非常に近しい感覚を受け

ております。 

 どういうことかといいますと、判こは文化で

ございます。これがなくなってしまうと文化が

なくなります。これは非常に拒否反応があった

と思いますが、なくすのは煩わしさなんですよ。

煩わしい契約や何らかの形で押印がなければ、

そのやり取りができないということ、煩わしさ

をなくして、非常に効率的に効果を上げていく、

ここが重要なんです。だから、判こは文化です

から、これは残すんですよ。今、欧米でも、非

常にＩＴ化が進んでいるようなところでも、結

婚の時には直筆をしたり、判こを押したり、や

っているわけです。煩わしさというのは、文化

というのは非常に煩わしい部分があって、これ

は残すんです。 

 言い換えると、皆さんの培われてきたこの組

織は、ぜひともそのいい点、コミュニケーショ

ンみたいなものは残していただき、この煩わし

さのところを効率化していく、そういう意味で
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デジタル推進課なんかをやっていただきたいと。 

 非常に熱く語らせていただきましたけれども、

このような感覚を持っておりますので、ぜひ前

向きに、これを要望したい、そして次の質問に

移りたいと思います。 

 5、ＩＴ人材育成における情報系リカレント

教育の重要性。 

 （1）長崎大学情報データ科学部・社会人向

け「ＩＴ先端技術応用講座」の取組み。 

 スイスのビジネススクールＩＭＤが調査した

デジタル競争ランキング2020では、日本のＩＴ

人材のスキルは63か国中62位と低迷、また2030

年までには国内のＩＴ人材が45万人不足する

という試算もあります。 

 代表的なＩＴ人材として、ＤＸの設計者であ

るアーキテクト、統計分析やビッグデータから

価値を創造するデータサイエンティスト、サイ

バー攻撃から個人、組織を守るサイバーセキュ

リティースペシャリスト、プログラミング実装

部隊であるエンジニア、オペレーターなどがあ

りますが、県と長崎大学情報データ科学部の取

組について、非常にいい取組ですので、これま

での実績と今後の方針について、お尋ねをいた

します。 

〇議長（坂本智徳君） 産業労働部長。 

〇産業労働部長（廣田義美君） 県におきまして

は、県内情報関連企業の技術力向上と事業拡大

を図るため、平成30年度から、長崎大学に委託

し、ＡＩやＩｏＴなど、先端技術に係る基礎理

論から応用実践までの幅広い内容の講座を実施

しており、毎年度、定員を大幅に上回る技術者

が受講しているところでございます。 

 この結果、企業では、受講者が習得した技術

を基にして、ＡＩ画像診断技術を活用した橋梁

点検システムの開発における国の大型競争的資

金の採択を受けた事例があるほか、ＡＩ、Ｉｏ

Ｔ技術で設備の稼働状況を可視化する工場監視

システムを開発し、全国展開した事例など、先

端技術を活かしたサービス提供や県外需要獲得

につながる成果が生まれているところでござい

ます。 

 今後とも、県内企業や大学など関係機関と意

見交換を行いまして、ビジネスの現場での具体

的なニーズに応じた講座内容とするなど、高度

専門人材の育成を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ぜひ、そのように前向き

に取り組んでいただきたいんですけれども、私

も、9月7日にこのＩＴ先端講座の大規模プロジ

ェクトマネジメント講座と呼ばれるものにオン

ラインで参加をさせていただきました。率直に、

おもしろかったです。 

 ポイントは、プログラミング言語を操る通称

ギークと呼ばれる人材がビジネススキル、マネ

ジメントを学んでいる点です。プログラミング

じゃないんです、マネジメント。 

 ＮＴＴデータが推進する今後必要とされるＩ

Ｔ人材の定義に、ギーク、プログラミングのよ

うな技術ですね、ギークとビジネスの双方がわ

かる人材であるというふうにされています。こ

れはまさに、このリカレント教育、これから必

要とされているＩＴ人材を育成している社会人

向けのすばらしい取組だと思っています。私も、

機会があれば、ぜひ受けてみたいと思っている

ところでございますし、このような県と長崎大

学の大変有益な取組の継続を強く要望し、次の

質問に移りたいと思います。 

 6、災害対策。 

 （1）避難所の適切な運営。 
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 昨年の台風10号の際、長崎の指定避難所であ

る県立総合体育館において、案内の遅れや受付

の対応など、避難所運営に課題があったと聞い

ております。 

 実際の状況と今後の対応策について、お尋ね

いたします。 

〇議長（坂本智徳君） 危機管理監。 

〇危機管理監（多田浩之君） 長崎市に当時の状

況について確認いたしましたところ、避難者が

多数となり、当初予定していた武道場や多目的

室での対応可能な人数を超えたため、メインア

リーナを利用することとしたものの、アリーナ

利用者との調整や設営に時間を要して案内が遅

れたことに加えまして、十分な受付対応ができ

ず、入場時の検温について、平熱であると申告

された避難者については実施しなかったと伺っ

ております。 

 市においては、開設や運営に当たって課題が

あったと認識されており、その後、避難所運営

訓練の実施、サーモカメラの設置、避難所開設・

運営マニュアルの改定、これらによる早めの受

入れ準備や避難者が多数の場合における受付方

法の改善等に取り組まれております。 

 また、今後、円滑な避難所利用に向けて、長

崎市と施設を所管する県及び指定管理者との間

で役割分担などに関する協定を結ぶこととして

おり、県民の皆様にご迷惑をおかけすることが

ないように、県といたしましても、適切な避難

所運営について働きかけてまいりたいと考えて

おります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ぜひ、そのような形で対

応策を進めていただきたいと思います。 

 この件は、6月議会の総務委員会で私がやり

取りをさせていただきました。その後、避難所

の運営元である長崎市防災危機管理室と今回の

件で協議を行いました。災害時、長崎市におい

て、今まで平均500名ほどが避難されていたと

ころ、昨年の台風10号では、通常の約24倍に当

たる1万2,000人ほどが避難したということで、

想定外の方が来られたと。そこで、対応ができ

なかったというのが今回のあまりうまくいって

いなかった運用の正体なのかなというふうに感

じておりますが、今回は、台風自体がそれたと

いいますか、予想より被害が出なかったので、

本当に事なきを得たんですけれども、このよう

な想定をはるかに超えるような状況であっても

対応できる避難所の運営ということに努めてい

ただきたいのですが、その後、市の方と協議を

していく中で、住民のキーマン、自治会長さん

になるのか、どなたになるのかわかりませんが、

住民の中のキーマンと平常時から被害対策シミ

ュレーションを行っておく、こういった場合に

は、こういう対応をしましょうね、もし何か想

定外のことがあったら、相談をして、そして皆

さんに語りかけるとか、そういったことが非常

に重要であると思いますし、私も、それを聞い

て、極めて重要だなと思いました。 

 激甚化する災害に対し、想定外の事例、今回

も台風14号が迫っておりますけれども、いろん

なシチュエーションというのが考えられます。

ぜひ県、市町、住民の皆さんと平時から災害対

策のシミュレーションについて連携をしていた

だきたいと要望して、次の質問に移ります。 

 （2）外海地区・国道202号災害対策。 

 外海地区の国道202号については、昨年度よ

り、災害で多く被災しています。現在でも、4

か所で片側交互通行規制が行われており、昨年

7月から約1年2か月という長期間の通行規制と

なっております。 
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 災害復旧の進捗状況について、お尋ねいたし

ます。 

〇議長（坂本智徳君） 土木部長。 

〇土木部長（奥田秀樹君） 国道202号の外海地

区では、昨年の令和2年7月豪雨及び台風9号に

より6か所が被災し、片側交互通行規制を行っ

ており、今年度末を目標に、随時復旧工事を完

成させ、規制を解除する予定としていましたが、

このうち長崎市赤首町においては、今年8月の

大雨により道路が再度被災し、片側交互通行規

制を行っているところです。 

 現在、地質調査や設計を実施中であり、年内

には復旧工事に着手し、早期完成を目指してま

いります。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 国道202号、外海地区の

皆様にとっては、この一本しかないといいます

か、本当に生活に不可欠な重要道路でございま

す。赤首の方では、再度崩れてしまったという

ことをお聞きしております。一日も早い復旧と

ともに、こういう長期間にわたって仕方ない、

やむを得ない状況で今のような状況が続いてお

りますので、地元の皆さんにも、いろんなご説

明をしたりされていると思いますが、よく状況

をご理解いただいて、原状を回復していただき

たいというふうに思います。 

 最後の質問に移ります。 

 7、住んでいる県民皆さまが生活の充実を感

じることができる街づくり。 

 （1）文化とエンターテイメントの充実。 

 本県への移住を考えている方々の意見を聞い

てみると、大都市に比べ交流イベントやエンタ

ーテインメントが少なく、それがＵＩターンの

ブレーキになっているという話をお聞きしまし

た。 

 一方で、ＭＩＣＥが竣工し、リージョナルク

リエーション長崎が稲佐山やロープウエー、ス

タジアムシティなどに取り組まれており、次世

代のエンターテインメントが実施可能なハード

が整備されつつあります。 

 先ほども申し上げましたが、まさに長崎市が

百年に一度の変革の時を迎えようとしている今、

県は、文化とエンターテインメントを楽しめる

まちづくりに対し、どのように取り組んでいく

のか、お考えをお尋ねいたします。 

〇議長（坂本智徳君） 文化観光国際部長。 

〇文化観光国際部長（中﨑謙司君） 議員ご指摘

のとおり、文化やエンターテインメントは、県

民の生活に活力や潤いを与えるだけではなく、

若者の人口定着、あるいはＵＩターンにとって

も重要な視点であると認識しております。 

 県におきましては、今、しまの芸術祭や満月

バーガー、あるいはダンスフェスティバルや短

編映画祭など、若者に関心を持ってもらえるよ

うな文化、エンターテインメント事業にも取り

組んでいるところでございます。 

 来る令和7年度に開催します国民文化祭にお

きましても、若者が参画する様々な文化芸術イ

ベントを盛り込むことで、ふるさとへの誇りや

愛着を育み、長崎ならではの文化、エンターテ

インメントを楽しめる、魅力的なまちづくりに

つなげてまいりたいと考えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） ぜひ、そのように取組を

進めていただきまして、生活に潤いのあるまち

づくり、努めていただきたいと思います。 

 また、ダンスについても、私も、非常に効果

が高いですし、注目をしている、実際にダンス

をしている方々ともお話をしましたが、ある方

は、なかなか学校に行けなかったんだけれども、
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ダンスを通して仲間が増えて、そして学校に行

けるようになったと、こういった話も1人や2人

ではありませんので、ぜひこういったダンスの

ような若者の取組を支援していただきたいとい

うふうに思います。 

 昨日の西川議員の質問に対し、中﨑文化観光

国際部長がお話をされた恐竜博物館の件なんで

すが、恐竜博物館の効果的なＰＲの必要性のお

話をされておりました。少しだけここをクロー

ズアップしたいと思います。 

 私もＰＲというのは非常に重要だと思ってい

るんですけれども、全長13メートルの全身骨格、

骨のレプリカが博物館の中に展示されるという

ふうに聞いておりますが、ここは思い切って、

新しい長崎駅ができますし、骨格でもいいです

し、実際に肉がついているやつでもいいんです

けれども、等身大のティラノサウルスを展示し

たり、例えば、有名なジェラシック何とかとい

うような映画の印象的な音楽を流したり、ティ

ラノサウルスですので世界で一番有名な恐竜で

すので、住んでいる私たちがわくわくするよう

なＰＲというのを考えていただきたいと思うん

です。子どもたちは当然喜ぶと思いますし、子

どもだけでなく、恐竜好きな方にはたまらない

かもしれません。 

 よく観光資源の磨き上げという言葉を耳にし

ます。長崎の場合、観光資源があふれていて、

磨くどころか、ちょっときつい言い方ですが、

形骸的に置きにいっている印象を受ける時があ

ります。せっかく世界中誰もが知っている、世

界で一番有名なティラノサウルスの化石が出て

きたのですから、いろんな枠にとらわれず、住

んでいる私たちがわくわくするようなＰＲを考

えてみませんか。今の長崎に、百年に一度の変

革の時を迎えた将来の長崎に、私はこれは必要

な観点だと思うんですけれども、いかがでしょ

うか。 

〇議長（坂本智徳君） 文化観光国際部長。 

〇文化観光国際部長（中﨑謙司君） コロナを踏

まえますと、やっぱりこれからの観光というの

は、観光客の皆様の知的好奇心を刺激するよう

な旅をいかに提供していくのかが大事であると

思っています。 

 お話にありました恐竜博物館につきましても、

皆様が本当にわくわく、どきどきするような効

果的なＰＲ、どのようなものがあるかというこ

とにつきましても、今後、長崎市と協議をして

まいりたいと考えております。 

〇議長（坂本智徳君） 下条議員－7番。 

〇７番（下条博文君） 少し時間が余りましたが、

以上で私の質問を終わりにしたいと思います。 

 どうもありがとうございました。（拍手） 

〇議長（坂本智徳君） これより、しばらく休憩

いたします。 

 会議は、14時45分から再開いたします。 

― 午後 ２時２７分 休憩 ― 

 
 

 

 

 

  

 


